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図表 1 高碕達之助略年譜 
西暦 和暦 年齢 高碕達之助の動き 
1885 明治 18 0 歳 高槻市柱本にて出生 
1902 明治 35 17 歳 大阪府茨城中学校卒業                   
水産講習所入所 
1906 明治 39 21 歳 水産講習所を卒業                     
東洋水産（株）に技師として就職 
1912 明治 45 27 歳 メキシコ万国漁業（株）に水産技師として就任し、渡米 
1913 大正 2 28 歳 メキシコに渡り、水産工場建設や缶詰製造に従事 
1915 大正 4 30 歳 帰国 
1917 大正 6 32 歳 東洋製罐（株）を設立し支配人に就任 
1920 大正 9 35 歳 東洋製罐常務取締役に就任 
1934 昭和 9 49 歳 東洋鋼板（株）を設立し専務取締役に就任 
1935 昭和 10 50 歳 東洋製罐専務取締役に就任 
1938 昭和 13 53 歳 東洋罐詰専修学校を創立し学校理事長に就任 
1941 昭和 16 56 歳 満州重工業開発（株）副総裁就任 
1942 昭和 17 57 歳 満州重工業開発総裁就任 
1945 昭和 20 60 歳 終戦後、満州にて日本人会会長となり在満邦人の帰国に奔走 
1947 昭和 22 62 歳 帰国                           
東洋製罐相談役就任                    
公職追放 
1951 昭和 26 66 歳 公職追放解除                       
（財）東洋罐詰専修学校理事長就任 
1952 昭和 27 67 歳 電源開発（株）総裁就任 
1954 昭和 29 69 歳 経済審議庁長官就任 
1955 昭和 30 70 歳 衆議院議員初当選、経済企画庁長官就任 
1957 昭和 32 72 歳 東洋製罐取締役会長、東洋鋼板会長就任 
1958 昭和 33 73 歳 通商産業大臣就任（全ての会社重役辞任） 
1959 昭和 34 74 歳 通商産業大臣辞任 
大日本水産会会長、東洋製罐相談役就任 
1960 昭和 35 75 歳 東洋製罐取締役会長就任 
1962 昭和 37 77 歳 東洋鋼板取締役会長就任 
1964 昭和 39 79 歳 2 月 24 日逝去 
＊高碕達之助集刊行委員会（1965）より筆者作成  





 高碕達之助は 1885（明治 18）年、大阪府高槻市柱本に父柗之助、母ノブの次男として生
まれた。ノブは柗之助に嫁する前に二児を生み、柗之助とは再婚であった。柗之助との間
















































































































 高碕は 12 月 28 日に無事サンフランシスコに上陸し、年明けにインターナショナル・フ
ィッシュ・コーポレーションのサンドバール社長と面会した。「君は何ができるか」と聞









































































 1917（大正 6）年 6 月 25 日に東洋製罐株式会社の創立総会を開催した。取締役会長に小
野金六、取締役に鍋島態道、小林一三ら 6 名、監査役に高橋熊三ら 3 名、高碕は支配人に
就任した。工場は大阪市北区の元小学校を払い下げてもらった。機械はセール・フレーザ
ー商会を通してアメリカン・キャンから買い入れた。 























































 1920 年に東京工場を設置した。翌 1921 年、当時軍用缶詰の主要生産地であった広島に地
元資本の缶詰会社と折半で広島製罐株式会社を設立した。さらに 1922 年に台湾製罐株式会
社を設立（1925 年に合併）、1923 年に名古屋製罐倉庫株式会社を設立、1926 年に仙台に工
場を設置した。その後も 1929 年に日本水産と共同出資で戸畑製罐株式会社を設立、1937 年
に清水工場を設置、1939 年には大連に満州製罐株式会社を設立するなど、逐次事業を拡大
していった。 
 東洋製罐の売上は大正 13 年度（1923 年 12 月 1 日～1924 年 11 月 30 日）に急増した。前
年に関東地方一帯を襲った関東大震災を機として缶詰の消費量が増え、生活必需品として














 さらに 1939 年に東洋機械株式会社を設立し、工作機械製作にも乗り出した。「日本の精
密機械工作はアメリカにはるかに劣っている。工作機械は、機械工業の基礎になるものだ
から、どうしても立派な工作機械を、われわれの手でつくる必要がある…」との進藤の意








図表 2 東洋製罐創業から合併統合前までの売上高（上）／全国缶壜詰生産高（下）推移 
 
＊東洋製罐（1917～1941）および日本罐詰協會調査部（1940）より筆者作成 
＊東洋製罐の売上は、1917 年は当年 6 月 25 日～11 月 30 日、1918 年以降は前年 12 月 1 日～当年 11 月 30 日、 
1941 年は前年 12 月 1 日～当年 4 月 30 日 
＊売上には営業外収益（利息・雑収入・棚卸）は含まず。小数点以下は切り捨て 

































































































































図表 4 中島董一郎略年譜 
西暦 和暦 年齢 中島董一郎の動き 
1883 明治 16 0 歳 名古屋市東片端の母の実家で出生             
現・西尾市に住む 
1902 明治 35 19 歳 東京府立尋常中学校卒業 
1904 明治 37 21 歳 水産講習所に入所 
1905 明治 38 22 歳 日光レーキサイドホテルでアルバイト 
1906 明治 39 23 歳 水産実習場や水産試験所で缶詰はじめ水産加工品の製造を
学ぶ 
1907 明治 40 24 歳 水産講習所卒業 
1909 明治 42 26 歳 若菜商店に就職                     
北海道や樺太の缶詰製造家を回る 
1911 明治 44 28 歳 カムチャツカにて紅鮭缶詰製造 
1913 大正 2 30 歳 海外実業練習生としてロンドンに到着           
船中にてオレンジマーマレードを知る 
1915 大正 4 32 歳 イギリスからアメリカに渡り、マヨネーズに出合う 
1916 大正 5 33 歳 帰国 
1918 大正 7 35 歳 缶詰仲次業・中島商店設立 
1919 大正 8 36 歳 食品工業株式会社設立。取締役就任            
開進組設立 
1925 大正 14 42 歳 食品工業にてキユーピーマヨネーズの製造開始       
オレンジマーマレードの販売開始 
1932 昭和 7  49 歳 株式会社旗道園（現・アヲハタ株式会社）設立 
1938 昭和 13 55 歳 中島商店を株式会社中島董商店に改称 
1942 昭和 17 59 歳 原料入手困難となりマヨネーズの製造中止 
1948 昭和 23 65 歳 マヨネーズの製造再開 
1957 昭和 32 74 歳 食品工業株式会社からキユーピー株式会社に名称変更 
1971 昭和 46 88 歳 キユーピーの社長を藤田近男に、中島董商店の社長を中島雄
一に譲り、中島は会長に就任 

















の 1 つが算術の修得である。中島は数え年 10 歳に達すると、母の指導の下に毎日 30～50
題の算術の問題を解き始めた。その結果 1 年半足らずで 1 万 8,000 題を解き終え、二桁の
掛け算くらいは暗算できるようになった。 
 さらにキンは中島に、武士の血を受け継ぐ者としての自覚を促したものと思われる。中








































































































 中島は 1922（大正 11）年に缶詰普及協会（現・社団法人日本缶詰協会）の設立に携わり






























































斬新な広告宣伝を展開した。発売初年の売上は 2 万円弱だったが、翌年の広告宣伝費に 2
万円を費やした。中島は「宣伝は資本である」との考えを持っており、広告宣伝に特に力







































































































































社会奉仕の経営を志した 2 人の企業家の精神は、起業から約 100 年を経た今も脈々と受け
継がれているのである。 
 












・東洋製罐（1967）『東洋製罐 50 年の歩み』東洋製罐 
・東洋製罐（1997）『東洋製罐八十年の歩み』東洋製罐 
・中島董一郎／董友会（1982）『中島董一郎譜』董友会 







法政大学大学院 経営学研究科 博士後期課程 
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